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陳茂波財政長官、2020～21年度政府予算案を発表
基幹産業を強化しつつ、新成長産業の育成を後押し。市民の負担軽減のため1万香港ドルの現金支給も

　陳茂波（ポール・チャン）財政長官は2月26日に発表し
た2020～21年度政府予算案において、香港の基幹産業を
強化するための多岐にわたる施策を打ち出すと同時に、新興
産業のうち新たな成長のエンジンとなる部門を特定しました。
　国際金融センターとしての香港の競争力を高め、今後の経
済発展の原動力としてイノベーションとテクノロジーを振興
するとともに、経済の低迷と新型コロナウイルスの流行によっ
て大きな打撃を受けている観光業に追加の支援を提供し、香

港社会の貴重な財産である人材を育成するためのさまざまな
施策を明らかにしました。
　予算案にはまた、香港が現在の経済的難局に立ち向かうの
を助け、この困難な時に市民を支援するための幅広い措置が
盛り込まれています。消費を押し上げて経済を刺激し、市民
の経済的負担を軽減しようと、18歳以上の香港永住者に1
人当たり1万香港ドルの現金を支給することも発表されました。
　主要施策の詳細は、6～7ページをご覧ください。

2020～21年度政府予算案発表後、記者会見に臨む陳茂波（ポール・チャン）財政長官（写真・左から2人目）
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香港は経済自由度で世界第 2 位
財政の健全性、ビジネス自由度、貿易自由度、金融自由度では180カ国・地域中、最高点を獲得

香港の法の支配に変わらぬ高評価
WJP「法の支配指数」、秩序と安全で香港は世界第2位に浮上。犯罪発生件数は12年連続で減少

　香港は、米国のヘリテージ財団が発表した2020年「経済
自由度指数」で世界第2位となりました。同財団は香港のさ
まざまな強みを引き続き認め、香港が依然として高度な競争
力と開放性を備えたダイナミックな国際金融センターである
との認識を示しています。特に、財政の健全性、ビジネス自
由度、貿易自由度、金融自由度について香港は、調査対象の
国・地域のうち最高点を獲得しました。

　香港の総合スコアは前年から1.1ポイント低下。これは主
に、2019年後半の社会不安に起因する治安上の問題などに
より、投資の自由度に関するスコアが下ったためです。
　3月17日に発表された同レポートでは、180の国と地域
を対象にその経済自由度を評価しました。今回、上位5位に
ランクインしたのはシンガポール、香港、ニュージーランド、
オーストラリア、スイスでした。

　法の支配の促進を目指す米国の組織「世界正義プロジェクト」（WJP）が
発表した2020年「法の支配指数」において、香港は東アジア・太平洋地域
で第5位、世界では第16位の順位を維持しました。香港は、腐敗のなさ、
民事司法制度、刑事司法制度、秩序と安全の分野で世界ランクを上げています。
　「腐敗のなさ」の分野において、香港は順位を1つ上げて世界第8位となり
ました。一方、「秩序と安全」の分野では、東アジア・太平洋地域および世
界ランキングのいずれでも2つ順位を上げて第2位に入りました。
　注目に値するのは、香港の全般的な犯罪発生件数が12年連続で減少して
いることです。暴力的な抗議活動により2019年下半期にこの傾向は反転し
たものの、警察は固い決意で香港の治安維持に取り組んでいます。また、法
の支配の強固な基盤は揺るいでおらず、基本的権利は香港基本法により十分
に守られています。
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儚消 / 四代 田辺竹雲斎

　 香 港 の 法 律 事 務 所 Nakamura & 
Associatesは、日本有数の法律事務所で
あるアンダーソン・毛利・友常法律事務
所（AMT）と提携しています。同社は、
AMTに所属する中村祐子弁護士によって
2019年11月に設立されました。中村弁
護士は香港とイングランドおよびウェール
ズで弁護士(solicitor)資格を持ち、香港
有数の法律事務所で20年以上にわたる経
験を有します。
　同社は、香港に進出する日本企業や香港
など各地域の国際企業・地域の企業に対し
て、AMTの東京およびその他各地の事務
所とも連携して、広範囲の領域に亘る法務
サービスを提供します。また、引き続き香
港を始め世界各地の優れた現地法律事務所
のネットワークも駆使し、サービス提供を
行っていきます。
　同社は日本へのインバウンド案件につい
ての香港での窓口的役割も担っております。

　夢工房は2002年に京都・祇園の近くで、新たな夢を楽しむために創業さ
れました。ギャラリーのオーナーファミリーは百年続く古美術商です。伝統
的かつモダンな日本の漆器、陶磁器、家具、茶道具、竹工芸品を専門に蒐集
しています。このたび、香港のセントラル・ディストリクトにギャラリーを
オープンする運びとなりました。ビクトリア・ハーバーを見渡すギャラリー
には、日本の竹工芸作家である四代田辺竹雲斎の作品が展示され、また、日
本の茶道具や花器が古都の優美と静かで穏やかな雰囲気をもたらします。日
本と香港の文化交流の場ともなり、内外のアーティストの作品も展示されます。 

左から：アソシエイト　グラディス・チン氏（Ms. Gladys Ching）、香港事務所代表　中村祐子氏

Nakamura & Associates

有限会社 夢工房
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香港は過去最大の経済対策で企業と市民を支援
総額2,875億香港ドルの財政支出はGDPの1割に相当。危機の中で企業を支え、雇用を守り、人々の負担を軽減

　香港特別行政区政府では、新型コロナウイル
ス感染症の拡大を抑え住民の健康を守るため、
包括的な取り組みを実施しています。
　主な対策には、非香港居住者の入境制限、香
港国際空港到着客全員へのウイルス検査義務付
け、感染確認者の濃厚接触者および香港への入
境者に対する隔離の義務付け、またテレワーク
の推奨、飲食店の距離確保ルール、学校の休校
や映画館、フィットネスセンター、美容院、バー
などの閉鎖といった社会的距離を保つ措置があ
ります。
　さらに、香港では大量の検査が実施されてお
り、公立私立を問わずあらゆる病院や診療所で
迅速な検査を受けられる体制が整っています。

香港の新型コロナウイルス感染症対策
ウイルスの流入を防ぐ水際対策に加え、各種のソーシャルディスタンス措置、徹底した検査を実施

　香港特別行政区政府は2月、300億香港ドルの「防疫抗疫
基金」を設立し、新型コロナウイルス感染症の拡大により窮
地に陥った産業を支援することを発表しました。支援の内容
には、運送業、飲食店、工場の食堂、ゲストハウス、会議・
展示会産業、芸術文化団体など、幅広い分野の事業者への補
助金給付が含まれます。また、香港サイエンスパーク、サイ

バーポートや工業団地に入居して
いるテナントとスタートアップ企
業について6か月分の賃料を免除
し、技術革新・科学技術産業をサ
ポートします。
　加えて4月8日には、コロナウ
イルス危機による企業と個人の経
済的苦痛や損失を緩和するため、
過去最大規模となる1,375億香
港ドルの経済対策を発表しました。
主要な施策として、1人当たり月
9,000香港ドルを上限に給与支払
いを6カ月間補助する800億香港
ドルの雇用支援計画、特に打撃が
深刻な16業種の支援に210億香
港ドルの支出、3万人分の新規雇

用創出、3カ月間の税の支払い猶予、鉄道運賃の2割割引、
政府事業に関連したプロジェクト完了期日の延期や支払いス
ケジュールの柔軟化が挙げられます。
　上記の対策とすでに政府予算案に盛り込まれている1,200
億香港ドル分の措置を合わせると、その総額は香港GDPの
10％に当たる2,875億香港ドル（約4兆円）に上ります。
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　香港特別行政区政府は2月、新型コロナウイルスの集団感
染が判明し、横浜港に停泊していたクルーズ船「ダイヤモン
ド・プリンセス」から乗客の香港住民計193人を帰還させ
るため、チャーター機3便を手配しました。3便のチャーター
機はそれぞれ2月20日、22日、23日に羽田空港を出発し、
香港到着後、乗客たちは14日間の隔離観察のため検疫センター
に移送されました。

　今回の帰還作戦の指揮を執った出入境管理局の曾國衛（エ
リック・ツァン）局長（当時）が、保安省の區志光（ソニー・
アウ）副長官および保安省と出入境管理局の職員、また保健
局と病院管理局の医療・看護職員とともに来日し、香港経済
貿易代表部の支援を受けつつ業務にあたりました。
　この間を通じて香港特別行政区政府は、中国外交部駐香港
特派員公署、在日本中国大使館、そして日本の外務省、厚生
労働省やその他の関連当局と緊密な連絡を維持。各機関の多
大な協力を得て、香港住民の帰還を実現させることができま
した。

香港の検査法、COVID-19 判定をサポート
香港大医学部が短時間で可能な検査法を開発。世界40カ国・地域以上の公衆衛生研究所に無償提供

政府チャーター機でクルーズ船乗客が香港に帰還
2月下旬、香港政府はチャーター機3便を手配。ダイヤモンド・プリンセス号の香港人乗客193人が無事帰還

　香港大学医学部の研究者が開発した新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）の新たな検査法は3月中
旬現在、40を超える国や地域の公衆衛生研究所で採
用されています。この高精度な「迅速核酸増幅」検査
法は海外の研究所に無償で提供されており、2時間以
内に感染を特定することができるため、感染者の早期
発見、早期治療につながっています。
　COVID-19について世界保健機関（WHO）のリファ
レンス研究施設に指定されている香港大学医学部公共
衛生学院は新興感染症の研究で知られており、重症急
性呼吸器症候群（SARS）、中東呼吸器症候群（MERS）、
豚インフルエンザなど、複数の健康危機下で培った知
見を有しています。今回、同学院にはCOVID-19の
検査のため、世界中から検体が送られてきています。

2月20日、最初のチャーター便が香港に到着

（3月11日現在）

クルーズ船運営会社を通じて香港人乗客に配布する衛生用品等の詰め合わせを運び込む
出入境管理局職員
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第15回大阪アジアン映画祭で、香港映画『少年の君』が観客賞を受賞

ランタオ島にある標高869mのサンセットピーク（大東山）は、香港で3番目に高い山です。
登るのは簡単ではありませんがハイキングコースも整備されており、素晴らしい夕暮れ
の景色やなだらかな丘陵の雄大な眺めが楽しめるこの山は、登る価値が十分にあります。

サンセットピークでハイキング
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　第15回大阪アジアン映画祭が3月6日から
15日まで開催され、今年も香港映画特集企
画「Special Focus on Hong Kong」が香
港映画界の活気を伝える作品を、日本の映画
ファンに届けました。
　香港経済貿易代表部の協力の下、大阪アジ
アン映画祭で香港映画の特集企画が実施され
るのは9年連続。新鋭監督の意欲作から人気
監督の最新作まで計6本の香港映画が上映さ
れ、うちデレク・ツァン監督の『少年の君』は、
上映に足を運んだ人からの圧倒的支持を得て
観客賞に輝きました。

大阪アジアン映画祭の特集企画で香港映画を紹介
「Special Focus on Hong Kong」でバラエティに富んだ6作品を上映。来場者の投票で決まる観客賞は『少年の君』に


